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八
月
は
世
界
中

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

真
只
中
。
佐
久
地

方
で
は
、
甲
子
園

へ
出
場
し
た
佐
久

長
聖
高
校
の
応
援

に
も
力
が
入
り
、

熱
い
夏
で
し
た
。
南
米
で
初
め

て
開
催
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ジ
ル
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
」
開
幕

早
々
競
泳
・
柔
道
・
体
操
競
技

よ
り
日
本
の
メ
ダ
ル
獲
得
が
続

き
、
我
々
国
民
へ
感
動
・
勇
気

希
望
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

あ
る
統
計
で
、
長
野
県
は
、
夏

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
都
道
府
県
出

身
別
選
手
に
よ
る
メ
ダ
ル
獲
得

数
が
ゼ
ロ
と
表
示
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
女
子

シ
ン
グ
ル
・
シ
ン
ク
ロ
チ
ー
ム

・
五
十
㌔
競
歩
で
、
一
気
に
県

勢
三
名
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕
生

し
ま
し
た
。
相
撲
の
御
嶽
海
関

同
様
、
県
内
出
身
者
の
活
躍
を

期
待
し
、
今
後
の
応
援
が
よ
り

身
近
に
感
じ
ら
れ
、
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

難
民
選
手
団
の
参
加
・
活
躍

に
も
、
胸
を
打
た
れ
た
。
次
回

開
催
は
「
東
京
五
輪
」
メ
ダ
ル

獲
得
数
へ
の
期
待
と
、
全
世
界

に
よ
り
多
く
の
感
動
を
与
え
ら

れ
る
、
東
京
五
輪
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。

自
分
達
に
か
か
り
、
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
は
、
大
洗
町
の
小
学
生
も

合
流
し
、
宿
舎
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
皆
が
協
力
し
て
、
準
備
を

し
、
大
き
な
鉄
板
で
焼
か
れ
た

肉
や
焼
き
そ
ば
を
お
い
し
く
食

べ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
大
洗
海
岸
で
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
個
性
豊
か
な
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
、
海
で
の

注
意
を
受
け
た
後
、
海
岸
に
高

く
盛
ら
れ
た
砂
山
で
ビ
ー
チ
フ

ラ
ッ
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
、
熱
い
日
差
し
が

照
り
つ
け
る
中
、
砂
山
を
駆
け

上
り
、
フ
ラ
ッ
グ
を
取
る
と
、

砂
山
を
転
げ
回
り
ま
し
た
。

　

次
に
子
供
達
は
海
に
入
り
、

大
洗
の
波
と
格
闘
し
な
が
ら
、

ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
や
ボ
ー
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
終
了
後
、

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
の

夏
晴
れ
の
中
を
楽
し
そ
う
に
ハ

イ
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
に
は
入
笠
湿
原
や
数

多
く
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
花
畑

が
あ
り
、
花
畑
で
は
季
節
に
よ

り
違
っ
た
景
色
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
山
頂
で
は
雲
が
多

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

諏
訪
湖
や
八
ヶ
岳
の
広
大
な
裾

野
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
員
の
完
歩
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
多
く
の
方
が
自

分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
無
事
に
完

歩
で
き
ま
し
た
。
晴
天
の
中
で

の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
り
、
日
差

　

今
年
度
の
町
民
ハ

イ
キ
ン
グ
は
、
七
月

二
十
四
日
、
富
士
見

町
へ
大
型
バ
ス
二
台
、

参
加
者
六
十
四
名
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

行
き
先
は
好
展
望
で

知
ら
れ
る
富
士
見
町

の
入
笠
山
で
す
。

　

当
日
の
天
候
は
晴

天
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

入
笠
山
登
山
口
に
到

着
し
て
も
雨
の
心
配

は
な
く
、
参
加
者
は

ジ
ー
コ
船
長
よ
り
認

定
書
と
お
宝
を
頂
き

ま
し
た
。

　

子
供
達
は
、
こ
の

二
日
間
で
大
洗
町
な

ら
で
は
の
体
験
を
し
、

同
じ
年
代
の
子
供
達

と
も
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
一
月
に
は
、
大

洗
町
の
子
供
達
が
小

海
町
に
来
て
、
交
流

を
深
め
ま
す
。

　

今
後
も
子
供
達
や
、

大
人
の
皆
さ
ん
も
大

洗
町
と
の
更
な
る
交

流
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

し
が
強
か
っ
た
で
す
が
、
体
調

を
崩
す
方
も
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

昼
食
は
入
笠
山
頂
で
楽
し
く
摂

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
大

変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

八
月
四
日
、
五
日
の
二
日
間

の
日
程
で
、
小
海
小
学
校
六
年

生
に
よ
る
茨
城
県
大
洗
町
へ
の

体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
験
学
習
は
、
大
洗
町
と
の
友

好
都
市
協
定
に
よ
る
も
の
で
、

今
回
で
二
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

一
日
目
は
、
先
ず
、
大
洗
水

族
館
に
行
き
、
巨
大
な
水
槽
で

悠
々
と
泳
ぎ
回
る
魚
や
、
鮫
を

見
学
し
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で
は
、

大
き
な
イ
ル
カ
が
的
に
向
か
っ

て
ジ
ャ
ン
プ
し
た
水
し
ぶ
き
が

大
洗
の
大
海
原
で
波
と
格
闘

小
海
小
六
年
生
体
験
学
習

360度のパノラマを満喫
富士見町「入笠山」
町民ハイキング
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八
月
六
日
、
知
恵
の
泉
事
業

Ｊ
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
、
浦
和
レ

ッ
ズ
対
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
試

合
観
戦
が
さ
い
た
ま
ス
タ
ジ
ア

ム
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浦
和
レ
ッ
ズ
は
、
人
気
、
実

力
と
も
Ｊ
リ
ー
グ
の
ト
ッ
プ
チ

ー
ム
で
、
週
末
の
試
合
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の

殆
ど
が
レ
ッ
ズ
フ
ァ
ン
で
埋
め

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
戦
し
た
皆
さ
ん
は
、
ピ
ッ

チ
内
の
選
手
が
目
の
前
で
見
え

る
程
の
席
か
ら
ス
ー
パ
ー
プ
レ

ー
と
レ
ッ
ズ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に

よ
る
迫
力
あ
る
声
援
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

試
合
は
終
始
レ
ッ
ズ
の

ペ
ー
ス
で
進
み
、
後
半
レ

ッ
ズ
の
槙
野
選
手
が
ゴ
ー

ル
を
決
め
る
と
ス
タ
ジ
ア

ム
の
歓
声
は
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。

　

試
合
は
レ
ッ
ズ
が
四
対

一
の
ス
コ
ー
ア
で
ベ
ル
マ

ー
レ
に
完
勝
し
ま
し
た
。

　

今
は
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ

ィ
ア
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
観
戦
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
が
、
実
際
の
ス
タ
ジ

ア
ム
で
迫
力
あ
る
プ
レ
ー

と
独
特
の
雰
囲
気
を
体
験

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

スーパープレーと迫力ある応援を堪能

Ｊリーグサッカー観戦
In さいたまスタジアム

し
た
。

　

彼
は
、
助
走
の
歩
数
合
わ
せ

と
踏
切
の
姿
勢
を
意
識
す
る
こ

と
で
記
録
を
更
新
し
て
い
き
ま

し
た
。
北
信
越
大
会
の
彼
の
フ

ォ
ー
ム
は
他
の
ど
の
選
手
よ
り

も
美
し
い
も
の
で
し
た
。

　

日
頃
か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様

に
感
謝
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

一
層
努
力
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

小
海
中
学
校
陸
上
競
技
担
当

　

石
原
大
暉

東
信
陸
上
大
会

　

二
位　

一
六
一
㎝

県
陸
上
大
会

　

二
位　

一
七
六
㎝

北
信
越
大
会

　

四
位　

一
八
〇
㎝

　

篠
原
椋
さ
ん
は
、
第
五
十
五

回
長
野
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
で
第
二
位
の
成
績
を
収
め
、

八
月
二
日
、
三
日
に
富
山
県
富

山
市
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た

第
三
十
七
回
北
信
越
中
学
校
総

合
体
育
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で

も
自
己
記
録
を
伸
ば
し
第
四
位

に
入
賞
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

北
信
越
大
会

走
り
高
跳
び
四
位
入
賞

小
海
中
学
校
三
年
　
篠
原 

椋り
ょ
う 

さ
ん

　

九
月
三
日
に
小
海
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
南
佐
久
ス

ケ
ー
ト
協
会
主
催
に
よ
る
ス
ケ

ー
ト
の
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
電
産
サ
ン
キ
ョ
ー
㈱
所

属
で
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
五
〇

〇
Ｍ
に
出
場
さ
れ
た
上
條
有
司

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
佐
久
地

区
の
小
中
学
生
一
一
〇
名
余
り

が
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
前
に
講
習

を
受
け
ま
し
た
。

　

九
月
と
は
い
え
、
暑
い
日
ざ

し
が
照
り
つ
け
る
中
、
前
半
、

小
中
学
生
合
同
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

上
條
さ
ん
の
指
導
の
下
、
下

半
身
の
バ
ラ
ン
ス
と
取
り
方
に

注
意
し
な
が
ら
、
走
り
な
が
ら

の
ジ
ャ
ン
プ
や
屈
伸
を
取
り
入

れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
半
円

形
の
マ
ー
カ
を
並
べ
た
間
を
飛

び
越
え
る
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
滑
走
の
フ
ォ
ー

ム
で
足
の
動
か
し
方
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

後
半
は
、
小
学
生
と
中
学
生
に

分
か
れ
、
三
人
一
組
で
小
学
生

は
二
本
の
ゴ
ム
を
フ
ォ
ー
ム
を

作
り
な
が
ら
飛
ぶ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
中
学
生
は
、

コ
ー
ナ
ー
ベ
ル
ト

を
使
い
コ
ー
ナ
ー

ワ
ー
ク
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は

上
條
さ
ん
や
ス
ケ

ー
ト
協
会
の
コ
ー

チ
の
皆
さ
ん
指
導

を
熱
心
に
聞
き
な

が
ら
、
シ
ー
ズ
ン

到
来
に
向
け
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

み
ま
し
た
。

新
た
な
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

ス
ケ
ー
ト
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
開
催
さ
れ
る
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み ん な の 楽 集 館

　７月30日、
夏休み図書館
イベントが行
われ、子供達
が保護者の皆
さんと一緒に、
名取淳一美術
館長ことピエ
ールジュンさんに教えていただきながらバルーンアー
トを作りました。
　最初は、風船が割れない様にどきどきしながら、風
船をねじっていた子供達も慣れるにつれて、風船を上
手にねじって、犬、キリン、ウサギのバルーンアート
を作りました。
　バルーンアートを作った後、ピエールジュンさんが
ひもを使ったマジックを披露し、子供達はたいへん喜
んでいました。

　北牧楽集館では、小中学校の夏休みが始まった7
月28日から8月21日の間、開館時間が午前8時にな
りました。これは午前中の涼しい時間に楽集館に来
て、勉強をしたり、午後のプールの前に友達と交流
してもらうためです。期間中は、開館と同時に受験
を控えた中、高校生が来館して、勉強に励んだり、
交流室で本を読んで夏休みを過ごしました。

　7月23日、小海小学校で英会話料理教室が行われま
した。今回、小学校国際交流員で町の英会話教室の講
師のジェシー先生からニュージーランドの郷土料理の
コッテージパイの作り方を教えていただきました。
　当日は、英会話教室に参加されている方や保護者と
一緒に小学生の子供達が、英語のレシピを見ながらパ
イを作りました。子供達も保護者の方に手を貸しても
らいながら、ジャガイモの皮をむいたり、野菜をカッ
トしました。参加された皆さんは、出来上がったパイ

とサラダを味
わいながら、
ジェシー先生
やジェシー先
生のお友達の
国際交流員の
方と英会話を
楽しみました。

　8月11日、今年から制定された山の日に合わせて、
図書館イベントが北牧楽集館で行われました。
　当日は、登山好きの井出和利公民館長を講師にお願
いし、日本百名山の金峰山、瑞牆山のＤＶＤを鑑賞し
た後、奥秩父山系、茂来山、御座山、男山等館長手作
りの資料を使って小海町周辺の山の魅力についての話

をしていただきました。
　図書館には、登山に関連した書籍等があり、10月
10日には、秋の
トレッキングも行
われますので、こ
の秋は、紅葉鮮や
かな山に出掛けて
みませんか。

バルーンアート教室

楽集館での夏休み

英会話で楽しくパイ作り

朝の涼しい楽集館で勉強

山の魅力再発見!!

今月の図書館

■ヒロシマに来た大統領　朝日新聞取材班
　今年、現職の米大統領が初めて広島を訪問し、被爆者と
対面した。オバマ大統領を軸に、「核の現実」を多角的に
描く。大統領の演説全文も収録。

新刊ピックアップ
図書館祭り　10月29日㈯　10：00～12：00
■「絵本で子育て」講演会・読み聞かせ教室
■講師　伊藤理恵さん　　■参加費：無料

イベント情報

山の日
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楽集館　公民館登録グループ　

小海お話本舗　代表 菊原 修一 さん

　拍子木の音がすると「紙芝居のはじまり、はじ
まり～。」
　町内に伝わる伝説や昔話など紙芝居にして皆さ
んに楽しんでいただき、小海町を表現する一つと
て後世に伝えていこう。そんな志のもとに現在7
人で活動をしています。4年目になる今年は、町
外からも声をかけて頂けるようになりました。
周りの皆さんのお力添えのおかげだと感謝をしな
がらの上演です。これで良いという事のない奥の
深い紙芝居ですが、初心の志を忘れる事なく、自
分たちも楽しみながらの活動をしていこうと思っ
ています。新会員大歓迎です。

　この度、北牧楽館2階にあります郷土資料館に親沢三
番叟人形（でく）が展示されました。
　この親沢三番叟人形は、これまで役場ロビーにおいて
展示されていたものですが、昨年10月に郷土資料館が
開館したのに伴い、親沢区の皆さんのご好意により既に
展示されています江戸時代の頭（かしら）と共に展示さ
れる事となりました。
　人形は、千歳（ちとせ）、翁（おきな）、三番叟の三体
で、実際に舞台で使われていたものです。
　役場ロビーでご覧になった方もいらっしゃると思いま
すが、隣に展示されている頭と一緒にご覧頂くと、長い
間引き継がれてきた伝統を改めて感じることができると
思います。
　郷土資料館ロビーには、三番叟を紹介したパネルも展
示してありますので、楽集館に来られた際はぜひ、ご覧
になって下さい。　　　　　　

　8月26日、北牧楽集館において4校ＰＴＡ父親母親委
員会と町青少年健全育成連絡協議会合同の講演会が開催
されました。
　当日は、育児漫画家、絵本作家の高野優さんを講師に
お招きし、「思春期ブギ・反抗期と思春期のトリセツ」
の演題で、講演していただきました。講演会には、
PTA、育成会関係者、町外からこられた方など150名
程が参加されました。高野さんがイラストを書きながら、
思春期、反抗期を迎えた三人のお子さんの子育て、接し
方などについて、また、ご自身の小学校時代の境遇と恩
師との関わりのお話しをされると、会場の皆さんは熱心
に聞き入っていました。
　会では、今後もこの活動を通じて、地域の皆さんと一
緒に子育てついて取り組んで行きたいと考えています。

ふ る さ と 再 発 見
親沢三番叟人形（でく）が郷土資料館に展示

高野優さん子育て伝授
合同講演会開催
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …９月号…
Vol.16

共育の広場

　7月下旬、東京から将棋の普及活動の一環として、将棋のプロ棋士で
ある石川陽生七段と田中悠一五段（長野市出身）がわざわざ東京から小
海小学校に来て3年生と交流しました。総合的な学習の時間の中で将棋
の基礎を学ぶと共に、将棋道をとする生き方に学びました。プロの方が
大事にしていることに礼儀があります。「お願いします」で始まり、勝
っても負けても勝負を楽しんだことに感謝して「ありがとうございまし
た」で終わることを教えていただきました。勝っても自慢しないし、負
けてもすねない心を育てることだと続くお話を真剣に聞いていました。
指導対局を見た後はお楽しみのプロとの対戦でしたが、教えていただいたとおり気持ちのよい礼ができていまし
た。対戦の中で“この駒を守るには・・”等やさしく教えていただき、もっと将棋が好きになった子どもたちで
す。対戦を途中で打ち切って感想を聞く中で「これからも将棋をやりたい人？」の質問にほとんど全員が手を上
げていました。これを機におじいちゃんたちと将棋を通してもっと交流できることを期待したいと思います。

　8月19日㈮に、小海町交番所長　近藤佳之さんをお招きして、交通法規に関わる職員研修を行いました。研修
には、教育委員会やPTAの代表の方々も参加してくださいました。「お酒を飲んだ翌日の運転が心配な時がある。
飲みすぎないように注意したい」「『だろう運転』のように、相手が譲ってくれるだろう、周りが気を配ってく
れるだろうという気持ちではなく、これからは、予測する『かもしれない運転』を心がけるとともに、公務員と

して恥ずかしくない運転をしていきたい。」「交通事故は本人だけでな
く家族や同僚までが悲しい思いをしていることを知った。また、その
思いがこれから一生続くかと思うと、とても耐えがたい。『これくら
い大丈夫だろう』という気持ちを持つことなく、酒気帯び運転は絶対
にしないと本日再度誓うことができた。」等、感想が寄せられました。
職員自身の交通安全とともに、生徒への安全指導にも生かしてまいり
ます。
本校では「体罰根絶」「スクールセクハラ」「個人情報の管理」等、非
違行為に関する様々な課題について研修を続けています。

小海小学校 本物に学ぶ　～将棋プロ棋士との交流～

小海中学校 先生方も勉強しています

今! 小海高校 第47回八ヶ嶺祭が開催されました！
　去る8月26日～29日に八ヶ嶺祭が行われました。生徒達にとっては一大イベントであり、3年生にとっては最
後の文化祭です。今回の文化祭では生徒が大きく成長できました。地域の皆様のご協力があってのことと思って
います。また、ご来校くださいました皆様にもお礼申し上げます。
　今年度のテーマは『CRASH～弾けろ青春（あおはる）～』、5月から本格的に準備が始まりました。夏休み明
け1週間での文化祭でしたが、責任感の強い係長たちを中心に、一気に文化祭モードに突入していく本校生徒は
とても頼もしく感じられました。またリハーサルでは、スポットや音響を念入りに確認する姿や、それに合わせ
て時間通りにリハーサルを行っていく出演者達に感動しました。
　前夜祭、講演会、校内祭ともにとても充実した内容となり、一般公開日は晴天に恵まれ、その後の体育祭、後
夜祭も盛り上がりました。閉会式も無事終わり、最後に行われた係長
会では、感極まり涙する場面もありました。最後に文化祭実行委員長
からの一言を。「自分1人で抱え込んで、何とかしよう、と努力する
にも限度がありました。気が付かないうちにみんながそれぞれの仕事
を一生懸命こなしていて、その結果、とても素晴らしい文化祭になり
ました。みんながいてくれたから何とか文化祭を成功させることがで
きました。本当にありがとうございました。」生徒会主任　丸山　仁 後夜祭のファイヤーストームにて
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定例教育委員会等が行われました

　「おはようございます。」子どもたちの挨拶が
大きなイチョウの木の上から聞こえてくる小海
小学校の朝。豊かな自然と澄んだ空気、そして
子どもたちの元気いっぱいの笑顔が今では私に
とって、毎朝やる気を与えてくれる習慣になっ
ています。教室に入ると笑顔がとても可愛い子
どもたち。「木の高いところまで登れたよ。」「カ
エルが泳いでいたよ。」と何でも報告してくれ
る１年生は、朝から帰りまで自然に囲まれた小
海を思う存分楽しんでいます。
　小海小学校に来て半年経ちますが、子どもた
ちの底無しの明るさや無邪気さ、その純真さに
癒されながら毎日を過ごしています。ひらがな
を覚えるたびに喜び、たし算やひき算を勉強す
ることを楽しみ、あさがおの花が咲くと嬉しそ
うに教えてくれる１年生。そんな真っすぐな瞳
で向き合ってくれる子どもたちに、思いっきり
色々なことに挑戦してほしいです。そしてでき
るようになった喜びを友だちとたくさん感じて
ほしいと思います。「小海小でよかった。」子ど
もたちが誇りに思えるような素敵な学級を作っ
ていきたいです。
　保護者の皆様、地域の皆様との深い縁に感謝
しつつ、子どもたちから元気をもらうだけでな
く、私自身も子どもたちに元気を与えられるよ
う精一杯頑張りたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。

小海小学校
教諭

篠原 亜未

教育委員会情報　7月・8月 熱い共育人
vol.14

●7月教育委員会（平成28年7月25日）
議 1　平成28年度全国学力、学習状況調査の結果公表につ

いて
	 学力向上の課題や改善についてお知らせすることに

しました。
議 2　小中学校教職員非違行為防止研修会等教育委員との

意見交換について
	 教職員の非違行為を根絶するため教育委員と意見交

換を行いました。
議 3　 3町村教育委員交流会について
	 内容について検討しました。
議 4　準要保護の認定について
	 準要保護申請について 2件の状況を確認しました。
議 5　後援依頼について
	 後援依頼について 2件承諾しました。
議 6　将来の学校づくりについて
	 将来の学校づくりについて課題整理を行いました。

●8月教育委員会（平成28年8月25日）
議 1　平成28年度全国学力、学習状況調査について
	 学力調査、学習状況調査の結果について分析をしま

した。
議 2　小中一貫校について
	 佐久穂町小中一貫校を視察しました。

●7月中学校組合教育委員会（平成28年7月25日）
議 1　平成28年度全国学力、学習状況調査の結果公表につ

いて
	 学力向上の課題や改善についてお知らせすることに

しました。
議 2　 3町村教育委員交流会について

●8月中学校組合教育委員会（平成28年8月30日）
　1 　中学校の授業参観と意見交換会（ 3町村教育委員）
　　今後の中学校のあり方等について意見交換をしました。

第２回小中学校運営委員会（コミュニティスクール）開催
　 9月 7日、第 2回学校運営委員会（コ
ミュニティスクール）が開催されました。
　このコミュニティスクールは、学校と
地域が協力して学校運営を行うもので、
ボランティア等の学校支援の他、運営委
員による学校評価等が行われます。委員
の皆さんは、小中学校の授業参観、授業
の様子を話し合った後、 1学期の学校運
営と 2学期の学校運営計画、コミュニテ
ィスクールの運営について話し合いが行
われました。
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小海のお宝100選 51
卒
そっ

道
とう

　湧き水認定番号51

　子供のころ土村で用事を足し宿渡へ戻る時に、必ずこ
こで冷たい水を皆で飲んで「さあこれからしっかりと山
道を登っていくぞ」と決心したものでした。その水が今
でもこんこんと湧いています。自然食ブームの現代にぴ
ったりのものだと思います。
　卒道踏切を渡り土村大橋の歩道を登っていき、大橋を
渡り終わると歩道はなくなります
が、そのまま右側を50ｍ程歩いて
いくと右側土手より湧き水があり
ます。水質検査はしてありません
ので、飲用する場合には、個人の
責任でお願いします。

卒道の湧き水

小
海
駅

お詫び　489号に掲載しました森の音楽祭の写真の一部に
誤りがありました。

	 関係された皆様にお詫び申し上げます。
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小海町交通安全協会フォトニュース‥ ‥‥‥‥‥‥‥ 17
戸籍の窓‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
小海町町制施行60周年記念‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
フォトトピックス‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19
秋のイベントのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19
くらしの情報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20
子育て支援だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21
やすらぎ園だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22〜23

　この度、松原湖高原別荘地内の貸別荘『りんどう』
を豊里林野水利保護組合に新築していただきました。
八峰の湯からも近く、ウッドデッキからは連なる山々
の壮大な景色を眺めることができます。定員は5名
（最大8名）で、料金は1泊2万円ですが、町民の皆様
からご紹介ですと2割引でご利用いただけます。親戚
・お知り合いがお越しの際は是非ご利用ください。

祝　南部消防署全国制覇

　小海町に拠点を置く佐久広域連合消防本部南部消防署救助隊が、8
月24日愛媛県松山市で開催された全国消防救助技術大会「ほふく救
出」の部で全国制覇を成し遂げました。
　救助に携わっている消防職員の夢の舞台である全国大会で優勝し、
全国に「佐久広域連合消防本部南部消防署」の名を轟かせました。
　隊員達は、「チームの雰囲気もよく、署長を始め、署員、隊長など
が暖かいアドバイをしてくれたこと、練習に協力的だったこと、何よ
り消防署全体のチームワークのおかげです。」と語ってくれました。
　今後の活躍も期待しています!!

小海町開発公社からのお知らせ　貸別荘『りんどう』“完成”
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平成27年度 一般会計決算額46億5,819万円になりました
　平成27年度の小海町一般会計及び各特別会計の決算状況は下記のとおりです。
　一般会計では歳入決算額46億5,819万円、歳出決算額41億8,820万円、差引4億6,999万円ですが、翌年度への
繰越事業があり、その財源として7,189万円が繰越となりました。実質収支額は 3億9,810万円となり、この実
質収支額の1／2以上の額 2億9,680万円を平成28年度基金へ積立を行います。

◎歳入
・合計で対前年 6億8,310万円の増となりました。
・地方交付税は、全体の39.6％を占めておりますが対前年6,493万
円の増となりました。
・町税は、給与所得、農業所得増等により個人住民税が1,047万
円の増収となりました。法人住民税は、法人税割減により465
万円の減、固定資産税は、土地評価替えによる評価額の減、た
ばこ税は全体の本数の減少により121万円減少しましたが、全
体では210万円の増収となりました。
・国・県支出金は、地方創生先行型事業、北牧楽集館整備事業に
より総務費で大幅な増額となりましたが、民生費、土木費関係
の減額により対前年186万円の減となりました。内容は、臨時
福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金、道路橋梁費補助金の
減が主となっています。
・その他では、消費税引上げ分を都道府県と市町村に交付したこ
とによる地方消費税交付金3,939万円の増、北牧楽集館改修事
業等による基金繰入2億1,879万円の増、前年度からの繰越金も
2億953万円増となっています。町債の借入額は、町営住宅建設
事業と佐久平斎場建設負担金、北牧楽集館整備事業等で1億
6,242万円の増となりました。

◎歳出
・合計で対前年 5 億9,271万円の増となりました。マイナス要因
は、①道路改良舗装事業（△1億1,620万円）、②松原総合グラ
ウンド整備事業（△4,091万円）、③H25繰越農業ハウス雪害補
助事業（△2,635万円）、プラス要因は、①北牧楽集館整備事業
（ 3 億699万円）、②町営住宅建設事業（土村栄町）6,817万円、

③公共下水道接続負
担金事業（6,692万
円）、④小海町国保
会計繰出金（5,000
万円）となっていま
す。
・地方創生関連事業は、教育費の小海小学校町費臨時講師、タブレット購入、
小海町図書館図書システム導入と指導員等に総額6,864万円を支出しまし
た。

平成27年度　各会計の決算状況　 （単位：千円）

会　　計　　名
一 般 会 計
国民健康保険事業特別会計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

合　　　　　計

歳入決算額 歳出決算額 差引残額
4,658,191
748,070
624,456
68,556
34,652

6,133,925

4,188,204
746,363
623,204
68,540
34,608

5,660,919

469,987
1,707
1,252
16
44

473,006
（単位：千円）

地方交付税
1,844,768（39.6％）
標準的財政の需要と収入
の差を基準に交付される

総務費
628,504（15.0％）
一般・財産管理、企画、
税務、窓口関係

民生費
754,901（18.1％）
福祉、障がい者
子育て関係

公債費
572,499（13.7％）
町借金の返済金

教育費
747,161（17.8％）
小学校、社会教育、
美術館、
スケートセンター関係

衛生費
455,423（10.9％）
保健衛生、生活環境、
住宅関係

商工費
298,423（7.1％）
商業、工業、観光関係

農林水産費
200,805（4.8％）
農・林・畜産業他関係

消防費
143,931（3.4％）
消防費関係全般

土木費
307,032（7.3％）
道路、橋、公園関係

議会費他
79,525（1.9％）
議会関係全般、
災害復旧費

町税
567,561（12.2％）
皆様から納めていただく
町民税、固定資産税など

国・県支出金
471,429（10.2％）
特定の事業等への国・県
からの交付金

町債
538,876（11.6％）
町の借金

分担・負担金
使用・手数料
185,813（3.9％）
保育料、給食費、家賃

交付金等
191,279（4.1％）
国等から一定の割合で
譲与される

その他
858,474（18.4％）
繰越、繰入、諸収入など

歳　　入 歳　出（目的別）
H26 H27H26

3,975,0844,658,191

H27

3,595,487 4,188,204

一般会計の歳入・歳出決算状況

町営住宅（土村栄町）
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一般会計の性質別歳入歳出決算状況

借金残高　貯金残高　年度別表

◎歳入
・自主財源と依存財源別に表示しました。
・自主財源とは町で自主的に収入しうる財源で、依存財
源は国・県により定められた額により交付された財源
等を言いますが、町財政は34.6%対65.4%で依存財源に
大きく頼っている状況です。

◎歳出
・性質別に支出の大きい順に表示しました。
・物件費が一番大きく22.2%、普通建設事業費18.4%、公
債費が13.7%、人件費12.4%、となっています。

◎町債（借金）
　一般会計の各年度別借金残高の表です。
　この内「臨時財政対策債」は地方交付税の代替財源で
あり償還金は後年度の交付税の中で100％補てんされる
ため、これを除いたグラフも参考に掲示します。
　全体では平成27年度末で45億402万円の町債残高があ
ります。（小海町の標準財政規模に対する割合180.8%）
長野県全町村平均は23億1,464万円、標準財政規模に対
する割合131.8%となっています。
◎基金（貯金）
　財政調整基金など５つの基金の合計を表してあります。
昨年から、1,020万円増額し、平成26年度末で32億9,711
万円の基金残高があります。（小海町の標準財政規模に
対する割合124.3%）長野県全町村平均では、17億1,852
万円、標準財政規模に対する割合97.9%となっています。
◎考察
　借金と貯金の差額は平成27年度末12億690万円で、借
金が多くなっています。26年度繰越事業の北牧楽集館整
備事業が27年度決算に反映され、町債残高は一時的に増
額となりました。しかし、長期的に見るとグラフからも
わかるように、借金残高は毎年減少傾向であり、基金は
増加傾向となっています。
長野県全町村から標準財政規模割合で比較すると、町債
残高では、小海町は高い割合となっています。基金残高
では、小海町は積立金が比較的多く、県平均を超え、や
や高い割合となっています。今後は、地方創生事業に積
極的に対応しながらも、健全財政に努めていくことが将
来に向かって大切となっています。

歳　　入 歳　出（性質別）
H26 H27H26H27

3,595,4874,658,191 3,975,084 4,188,204

物件費 928,555（22.2％）
需用費、委託料、賃金他

公債費 572,499（13.7％）
町借金の返済金

人件費 520,140（12.4％）
議員、委員、職員等の報酬、給与

補助費等 407,772（9.7％）
特定団体への補助金、交付金他

繰出金 417,381（10.0％）
特別会計等へ繰出した分

扶助費 204,364（4.9％）
医療費、児童手当他

維持補修費 81,468（1.9％）
施設、道路などの維持補修費

積立、貸付金他 285,432（6.8％）
積立金、貸付金、災害費

（単位：千円）

自主財源
1,611,848（34.6％）
町税、分担・負担金、
使用・手数料、
財産収入、寄付金、
繰入・繰越金、諸収入

依存財源
3,046,343（65.4％）
地方交付税
地方譲与税
国・県支出金
町債
各交付金

普通建設事業 770,593（18.4％）
道路、公園、建物などの建設費

財政健全化法による指標

町長交際費の内訳

　地方公共団体のすべての会計の収支の状況、借入金
の償還負担額、将来負担しなければならない経費など
を 4つの指標で表し公表します。
　当町では、実質赤字比率と連結赤字比率は赤字決算
ではないため算定されません。
・実質公債費比率は8.3％から7.7%へと0.6％改善され
ました。
・将来負担比率は－（マイナス）となっています。
　一般会計の借金（町債）や将来支払っていく可能性
のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将
来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すもので
す。－（マイナス）表示は借金等より充当できる基金
残高等が多く、健全財政を進めていることになります。

指　標 内　　　容

実質公債
費 比 率

町一般会計等で負担する公債費
とこれに準ずる経費の大きさを
示す指標で過去３カ年平均で算
定

25.0

35.0

350.0

15.0

20.0

20.0

40.0

早期健全化基準

財政再生基準

小海町の比率判断
基準

数値は
低いほう
がよい

数値は
低いほう
がよい

数値は
低いほう
がよい

数値は
低いほう
がよい

H26

8.3

−

−

−

H27

7.7

−

−

−

H25

9.5

−

−

−

町が将来において負担しなけれ
ばならない債務・負担の大きさ
を示す指標

普通会計の実質赤字の程度を示
す
赤字でない場合は算定されない

町の全会計を合算し実質赤字の
程度を示す
赤字でない場合は算定されない

将来負担
比 率

実質赤字
比 率

連結実質
赤字比率

（単位：％）

総会等祝儀
慶 弔 費
お 土 産
合　計

件　数
21件
　9　件
10件
40件

金　　額
198,000円
62,200円
167,250円
427,450円

※標準財政規模：町税や地方交付税などの通常経常的収入（一般財源）
で比較した各自治体の標準的な財政規模を示す。

町債残高 基金残高 町債残高
（臨財債除く）6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

（
百
万
円
）

H23 H24
年度末
H25 H26 H27

臨財債残高

4,685 4,739 4,637

3,131 3,103

2,9332,685 3,005

3,170

4,497 4,504

2,748

3,286

1,554 1,636 1,704

1,749

2,726

3,297

1,778

●早期健全化基準（財政健全化団体）
・上記の一つでも早期健全化基準以上となった場合はその年度内に下記が義務化されます。
　外部監査の実施→財政健全化計画の作成→議会の議決→住民へ公表→県へ報告
●財政再生基準（財政再生団体）
・上記のいずれかが財政再生基準以上となった場合はその年度内に下記が義務化されます。
　外部監査の実施→財政再生計画の作成→議会の議決→住民へ公表→総務大臣へ報告
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子育て小海

連載№12

子育て世代へ
宅取得費用の助成を行っています住住宅取得費用の助成を行っています住住宅取得費用の助成を行っています住宅宅取得費用の助成を行 て ます

子育て世代へ
住宅取得費用の助成を行っています

子育て世代へ
住宅取得費用の助成を行っています
小海町は定住される子育て世代を支援します。
～子育て世代住宅取得助成事業のご案内～

●助成対象者　19歳未満の子どものいる世帯、もしくは夫婦のどちらかが
　　　　　　　40歳以下の世帯　※町徴収金に滞納がない世帯に限ります。

●対 象 要 件　居住部分が50㎡以上の物件の取得（新築住宅・増築・中古住宅の取得）

●助 成 金 額　・新築住宅の取得　　　　100万円
　　　　　　　・増築・中古住宅の取得　 50万円
　　　　　　　※新築・増築住宅を町内業者で建設した場合20万円が加算されます。（中古住宅の取得は適用外）
　　　　　　　※19歳未満の子どもが世帯にいる場合、1人につき10万円が加算されます。

　●遵守事項　自家用住宅とし、取得後5年間に転売等あった場合は、助成金は返還していただきます。

町では定住促進のため宅地分譲を行います。

●分譲地内容　　所在地　小海町大字千代里（本間下）19区画
●申し込み条件、分譲条件等詳細は決定次第お知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《お問い合わせ　総務課　企画係　℡92－2525》

町税等納期のお知らせ〈平成28年10月～12月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、納付の煩わしさのない口座振替納付のご利用をお勧めします。
納税が遅れますと督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日
10月26日㈬
11月28日㈪
12月26日㈪

町県民税 固定資産税 国民健康
保 険 税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料

３期

４期
４期

４期
５期
６期

４期
５期
６期

４期
５期
６期

平成28年度 地区懇談会を行ないます
下記日程により地区懇談会を行い、皆様の貴重なご意見を町政に反映したいと考えます。町民の皆様、是非お出かけください。

対　象　地　区 対　象　地　区
第 1分館
第 2分館
第 3分館
第 4分館
第 5分館
第 6分館

第 7分館
第 8分館
第 9分館
第10分館
第11分館

時間は全地区　午後７時〜

稲子・芦平
松原・八那池
鎰掛
馬流・杉尾
本間･宮下･溝の原･五箇
土村

本村・中村・大州
親沢・川平
宿渡・笠原・卒道
東馬流・本間川
大畑･箕輪･芦谷･小海原

10月 6 日㈭
10月 7 日㈮
10月11日㈫
10月12日㈬
10月18日㈫
10月24日㈪

10月26日㈬
10月27日㈭
11月 4 日㈮
11月 7 日㈪
11月 8 日㈫

期　日 期　日
稲 子 公 民 館
松 原 集 会 所
鎰 掛 公 民 館
馬 流 公 民 館
本 間 公 民 館
土村集会施設

本 村 公 民 館
親 川 集 会 所
笠 原 公 民 館
東馬流公民館
大 畑 公 民 館

場　　所 場　　所



第 4 9 0 号 平成28年9月23日(　)13 役場からのおしらせ

国民健康保険に加入している皆さんへお知らせ
平成28年10月1日から新しい被保険者証で受診してください。

被保険者証がうぐいす色から藤色に変わります!!
現在お持ちの被保険者証は9月30日までとなります。
　新しい被保険者証は、加入者の皆さまへ9月下旬までに郵送しますので、10月1日以降、医療
機関等で受診される際は藤色の被保険者証をご提示下さい。
　また、古いうぐいす色の被保険者証はご家庭で処分していただくか、もしくは役場へお持ちく
ださい。
　尚、国民健康保険の保険証がカード式になってから、紛失する方が増えています。保険証は個
人情報が記載された大切なものなので紛失しないようご注意してください。
　ご不明な点は、町民課社会福祉係までお問い合わせ下さい。

　国民健康保険へ加入・脱退するとき、また、家族に異動があったときなどは、14日以内に役
場窓口で届け出をしてください。
　■加入するとき　社会保険の離職証明書と印鑑を持参し、役場窓口で加入のお手続きをお願い

します。
　■脱退するとき　新しい健康保険証と印鑑を持参し、役場窓口で国民健康保険を抜けるお手続

きをお願いします。喪失日以降に医療機関で診療を受ける場合には、新しい
健康保険証を提示し、確認を受けてください。（国民健康保険の脱退とは、
他の健康保険へ加入したときです。）

	 ※国民健康保険の加入・脱退のお手続きは、本人もしくは家族が行います。

■医療機関を上手に受診しましょう！
●自分や家族の健康状態を把握してくれる、かかりつけ医がいると安心です。
●同じ疾患で、複数の医療機関にかかる「重複受診」は、受診するつど初診料を支払い、同じよ

うな検査や処置が行われ費用が多額になります。
	 さらに、投薬や注射などを繰り返すと身体への負担や副反応の心配があります。
●ジェネリック医薬品のことを知り上手に使いましょう！特許期間が過ぎたあと厚生労働省の許

可のもとで製造・販売される薬で、新薬と同じ効能・効果を持つジェネリックなら費用が安く
なります。（※ジェネリック利用はかかりつけ医や薬剤師とご相談してご利用下さい。）

国民健康保険へ加入するとき、脱退するときは、
必ず、お手続きをお願いします!



平成28年9月23日 第 4 9 0 号 (　)14役場からのおしらせ

すこやかBOXすこやかBOXB型肝炎ワクチンの定期予防接種が始まります。
　平成28年10月1日よりB型肝炎ワクチンの定期接種が始まります。B型肝炎は、B型肝炎ウイルスの感染に
より起こる肝臓の病気です。感染者の中には、慢性肝炎から肝硬変や肝がんなど命に関わる病気になってしま
うこともあります。乳幼児期にこの予防接種を行い免疫を作ることで、多くのB型肝炎ウイルス感染を防ぐこ
とが出来ます。詳細は、以下の通りです。
1． 対 象 児：平成28年4月1日以降に生まれた1歳に至るまでの乳児
2． 接種回数：3回
3． 接種期間：1回目接種後、27日以上の間隔をおいて2回目を接種。
　　　　　　　1回目接種後、139日以上の間隔をおいて3回目を接種。
4． 接種料金：無料
5． 接種方法：10月1日以降、対象者へは予診票が郵便で届きますので病院へ直接予約の上、接種を行って 
　　　　　　　ください。

「血圧管理」について考えましょう！
　毎年行われる町の総合セット健診の結果から、小海町は「高血圧」の割合が長野県全体の平均と比較したと
き高いという結果が出ています。また、平成26年度に実施した「いきいき健康調査」（40歳以上対象のアン
ケート調査）では、血圧計を持っている方が78.0％あり、その内、血圧計を使っている方は53.6％でした。
つまり、「血圧計は持っているが約半数の方しか使っていない。」という結果でした。血圧測定を含めた血圧管
理は、健康維持にとても大切です。
　そこで、今年の10月から開催される「出張！すこやか保健室」では、「血圧管理」をテーマに各地区公民館
で開催を予定しています。日程は、全戸配布されるチラシをご覧ください。ご近所お誘いあわせの上、ぜひご
参加ください。

内容　・我が家の食卓の塩分測定（漬物、みそ汁、スープ、煮物など）
　　　　　50CC程度の漬物の汁など塩分の気になる汁物をお持ちください。
　　　　　注意）油のあるものは測定できません。
　　　・健康講座「適塩、運動で高血圧予防」
　　　・健康体操「小海町オリジナル寒太郎体操」
　　　・血圧測定、健康相談

「信州パーキング・パーミット制度」
●障がい者等用駐車場
　公共施設やショッピングセンター等、車いすのマークがある駐車場が整備され
ています。この駐車場は、身体に障がいのある方や高齢者や妊産婦の方など歩行
が困難な方のために確保された駐車スペースです。
　県では、この駐車スペースを必要としている人に利用証を交付する「信州パー
キング・パーミット制度」を今年度より開始しました。
●対象者
　各種障害者手帳を所持の方、高齢者、妊産婦等で交付要件に該当する方です。
●申請方法等
　役場にあります申請書に必要事項を記入して下さい。
　※障害者手帳等を持参し、役場町民課で申請を行って下さい。
　※申請書は長野県のホームページからもダウンロードできます。
問い合わせ先　町民課社会福祉係　℡ 92−2525　



シリーズ防災 ⑮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近年、温暖化による異常気象傾向にあり、猛暑…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や台風の接近、上陸そして大雪など様々な現象が頻繁に…
　　　　　　　　　　　　　　　発生する心配があります。
　　　　　　　　　8月30日には、観測以来初となる東北地方へ台風が上陸し広範囲において甚大な被
　　　　害が発生しました。
　大雨や台風などによって発表さる警報や注意報は、下記の基準によります。

　8月19日午後の雷雨により小海町に発表された「土砂災害警戒情報」は、非常に危険な状況の時に発
表されます。土砂災害警戒情報の発表と災害対応の流れは下記の図によります。

　土砂災害警戒情報が発表された場合、町では「避難準備情報」「避難勧告」が発令される可能性が高
いことから、災害対策本部設置に備え関係職員の待機など、被害を最小限に留めるため万全の態勢を整
えます。また、行政防災無線により被害の状況などをきめ細かく町民の皆様へ情報提供して参ります。
町民の皆様も、河川の氾濫、土砂崩れるなどに十分注意し、身を守るため最善の行動をとってください。

大 雨 注 意 報 雨量基準（1時間雨量40ｍｍ以上）
土壌雨量指数基準（72以上）

発　　表　　基　　準

大 雨 警 報
（土砂災害）

雨量基準（1時間雨量60ｍｍ以上）
土壌雨量指数基準（90以上）

土砂災害警戒情報
大雨警報（土砂災害）が発表され、尚且つ、今後2時間の間に基準値を超えると
予想した場合、長雨による土の中にたまった雨に量を示す土壌雨量指数と雨量を
解析し、長野県と長野気象台が協議の上、発表する。

大 雨 特 別 警 報 数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合に、発表される。
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大雨警報（土砂災害） 
 数時間前～２時間程度前 

・避難場所の準備、開設 
・必要地域に避難準備（要援護者避難）情報 
・応急対応態勢確立 

大雨注意報 半日～数時間前 
・注意呼びかけ(防災行政無線など) 

大雨に関する長野県気象情報 
約１日程度前 
・担当職員の連絡態勢確立 
・気象情報や雨量の状況を収集 

土砂災害警戒情報 

土砂災害の危険度さらに高まる 
・必要地域に避難勧告発令 
・避難の呼びかけ（防災行政無線・広報車など） 
・必要地域に避難指示発令 

大雨特別警報 
広い範囲で数十年に一度の大雨 
・住民への周知・呼びかけ 

大雨が一層激しく なる 

大雨始まる、強さ増す 

大雨の可能性が高くなる 

被害の拡大が懸念される 

・数年に一度の猛烈な雨を観測した場合には「記録的短時間大雨警報」を発表 

土砂災害警戒情報と防災対応の流れ



平成28年9月23日 第 4 9 0 号 (　)16役場からのおしらせ

　長野県農業大学校では、企業的農業経営者を育成する総合農学科「実践経営者コース」の学生を募集します。
「どういう品目で、どのような農業経営をやりたい」という目標が明確で、就農意欲が高い、方を募集します。
１　募集人員及び修業年限等

２　出願期間、入試日時、場所

３　学　　　　費　授業料：年額118,800円ほかに諸経費（教材、寮費、実習費等）として、
　　　　　　　　　 1年次75万円程度、２年次80万円程度
４　問い合わせ先　長野県農業大学校農学部事務局　〒381−1211　長野市松代町大室3700
　　　　　　　　　TEL：026−278−5211　FAX：026−261−2121　E-Mail : nogyodai@pref.nagano.lg.jp

学　　科

回

募集人員

願書受付期間 試　験　日

修学年数 受験資格 入学試験
総合農学科

実践経営者コース

第 1回

第 2回

10人

平成28年10月13日㈭～
平成28年11月 1 日㈫　
平成29年 1 月11日㈬～
平成29年 2 月 1 日㈬　

平成28年11月17日㈭

平成29年 2 月16日㈭

2年 高卒等以上 筆記試験：小論文
人物考査（面接）

　長野県農業大学校　信州農業に決める。「実践経営者コース学生募集」

農 地 バ ン ク 制 度 を 利 用 し ま し ょ う
「農地バンク制度」とは？
　農地の利用促進と遊休農地の解消を図るため、
貸借等できる農地の情報を「農地バンク」に登
録し、ホームページで情報公開したり、町役場
窓口で相談に応じたりすることで、規模拡大経
営者や新規就農者など農地を借りたい人に対す
る効率的な情報提供を図っていくものです。

農地を貸したい方
　利用していない農地をお持ちで、「貸した
い」、「売りたい」とお考えの方は、ぜひその
情報をお寄せください。
　産業建設課の窓口や、お電話でご相談を受け付けます。なお、登録される際は「小海町農地バンク登
録カード」を提出していただきます。
▼登録していただく項目は次のとおりです。
　①地番　　②地積　　③地目　　④過去の作付作物　　⑤現況　　⑥売買又は賃貸借希望価格
　⑦賃貸借期間　　⑧その他登録カードに記載する事項

農地を借りたい方
　「経営規模拡大をしたい」、「新規就農したい」など農地を探している方は、町のホームページや役場
産業建設課窓口で「農地バンク空き農地情報」をご覧いただけます。
　小海町内の物件が一筆毎に掲載されております。

※お問合せ等ありましたら役場農政係92−2525までご連絡ください。ご協力よろしくお願いします。

農
地
所
有
者

町
農
地
バ
ン
ク

農
地
利
用
希
望
者

募　集

閲覧・照会

利用申込
確　認

登録申請

情報提供

賃貸借・使用貸借契約



第 4 9 0 号 平成28年9月23日(　)17 役場からのおしらせ

農 業 委 員 会 か ら の お 知 ら せ

〜土地の取引における規制緩和について〜
　農地の売買又は貸借等によりその権利を取得するためには小海町農業委員会に対し農地法第 3条に基
づく許可を受けなければなりません。
　許可にあたり次の要件をすべて満たす必要があります。

①　権利の設定、移転を行おうとする者又はその世帯員が、農業経営に供すべき農地の全てに
ついて耕作していること。

②　権利の設定、移転を行おうとする者又はその世帯員が、農業経営に必要な農作業に常時従
事していること。

③　権利取得後の経営面積が下限面積（小海町では現在40アール）以上あること。
④　権利の設定、移転を行おうとする者又はその世帯員の農業経営の状況、住所地から取得し
ようとする農地までの距離等からみて、当該農地を効率的に利用すると認められること。

　上記③下限面積40アールについて引き下げをし、10アールとしました。
　これにより、新規就農者などが農地の売買や貸借等をする場合の規制が緩和され、農地を求めやすく
なりました。（10月 1 日から施行）
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　また、夏の交通安全やまびこ運動初日の7月22日には、直
売所・郵便局前において、安協役員、小海交番・佐久地方事
務所の方々と共に人波作戦を行いました。
　その他にも7月、8月と、ぎおん祭・松原湖花火大会と、
各種お祭りの交通整理を行いました。
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小海町 町制施行60周年記念
　10月 2 日㈰、小海中学校体育館において町
制施行60周年記念式典が行われ、町の発展に
ご尽力された功労者の方への表彰などが行わ
れます。
　また友好都市である茨城県大洗町の茨城県
立大洗高等学校マーチングバンド「ＢＬＵＥ
－ＨＡＷＫＳ」による演奏が小海中学校校庭
で午前11時30分から行われます。同マーチン
グバンドは全日本マーチングフェスティバル
・パレードコンテスト部門 7回（金賞 3回、銀賞 3回、銅賞 1回）受賞されるなど全国的に活躍されて
いる学校です。本場の演奏をお聞きに多くの皆様、お越しください。

森 昌子さん コンサート
森昌子さんは皆さんご存知のとおり小海音頭を歌われた、
小海町に馴染みの深い演歌歌手です。
町制施行60周年記念コンサートを開催します。

30年前のタイムカプセルを開封

●日　時　平成28年9月30日（金）
　　　　　午前9時
●場　所　小海町総合センター

30年前はどんなだったかな？

●日　時　10月22日（土）
　　　　　開演：午後2時・午後6時の2回
●場　所　小海中学校体育館
●入場料　1,000円

詳しいお問い合わせは役場総務課企画係までご連絡ください。

　昭和61年に小海町合併30周年を記念し、次
世代の皆様にあてた手紙などを入れ、埋設し
たタイムカプセルを30年後の本年開封します。
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フォトトピックスフォトトピックス
長野県消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会開催される
　7月31日㈰に松原総合グラウンドにおいて長野県消防協
会主催　ポンプ操法・ラッパ吹奏大会が開催されました。
小海町からも小海町消防団ラッパ班がラッパ吹奏の部に出
場しましたが、残念ながら入賞することはできませんでし

た。しかし、開閉会式においては立派に式の吹奏の役目を果たしました。南佐久では、川上村消防団が小型ポンプ操法の部にお
いて優勝し、10月14日㈮長野市オリンピックスタジアムにおいて行われる全国大会に出場することになりました。
　今回は、地元小海町で行われ、小海町消防団が中心となって大会準備から大会運営まで行いました。大変なご苦労があったと
思います。小海町消防団員の皆様、大変、お疲れ様でした。

　農業者年
金の3ヵ年
加入目標達
成により、
小海町農業
委員会が長
野県農業会
議から表彰を受けました。引き続き
新規加入者のお申込みをお待ちして
おります。お問い合わせは、最寄の
JAまたは役場産業建設課までお願
い致します。
写真：小海町農業委員会　山口会長

「小海町フォトフェスティバル2016　写真の扉」
　8月27日、28日に美術館を主会場に小海町フォトフェスティバル2016「写真の
扉」が開催されました。約60名のアマチュア、一般と子どもカメラマンが松原湖
や白駒の池、商店街など設定されたテーマ、時間で撮影し、美術館で審査会、展覧
会が行われました。
　また、著名な写真家、ハービー・山口氏をお迎えし、撮影テクニックや写真に関
するお話をいただきました。参加された方は関東の方が多く、小海町の魅力を知っ
ていただくよい機会となりました。
　出品された写真はギャラリー創で年明け1月から展示する予定です。

ふるさと祭ぎおん祭
民謡流し189名参加

　東京の全国うまいもの交流サロン「なみへ
い」において、8月1ヶ月間、小海町の食材
が特集されました。鞍掛豆がふんだんに入っ
た佐久穂町きたやつハムのウインナーや高原
レタスのグリル、鞍掛豆きな粉のアイスなど、
小海町の食材の魅力を発信しました。
　町では引き続き食材の宣伝活動等により、
小海町の魅力を発信していきます。

秋
の
直
売
所
祭
り
の
お
知
ら
せ

　

小
海
町
農
産
物
加
工
直
売
所

に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の
秋
の

直
売
所
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
は
、
十
月
九
日
㈰
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
一
時
こ
ろ

ま
で
。
秋
野
菜
や
加
工
グ
ル
ー

プ
の
方
々
に
よ
る
お
や
き
や
、

お
饅
頭
、
惣
菜
等
多
数
の
商
品

が
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
八
ツ
手
峯
会
の
皆
様
に
よ

る
そ
ば
の
実
演
販
売
や
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
、
わ
た
あ
め
、
豚
汁

の
ふ
る
ま
い
等
も
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　

秋
の
行

楽
シ
ー
ズ

ン
、
是
非
、

直
売
所
に

足
を
運
ん

で
い
た
だ

け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

2
0
1
6
O
S
J
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
レ
ー
ス
　
シ
リ
ー
ズ
第
9
戦

O
S
J
　
K
O
U
M
I
1
0
0
開
催

の
お
知
ら
せ

　

小
海
町
・
小
海
町
観
光
協

会
の
協
力
で
、
平
成
二
十
八

年
十
月
八
日
㈯
～
十
日
㈪
に

2
0
1
6
O
S
J
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

1
0
0
を
開
催
致
し
ま
す
。
約

一
六
〇
㎞
の
完
走
を
目
差
す
参

加
者
約
二
〇

〇
名
が
小
海

町
に
集
ま
り

ま
す
。
開
催

場
所
は
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー

ル
を
松
原
湖

高
原
ス
ケ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
松
原
湖
高
原
か

ら
稲
子
湯
周
辺
と
し
ま
す
。
一

周
三
十
二
㎞
を
五
周
す
る
周
回

コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
沿
道
で
の
応
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

小
海
町
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　

小
海
町
観
光
協
会
と
小
海
町

主
催
で
、
平
成
二
十
八
年
十
月

十
六
日
㈰
に
小
海
町
紅
葉
ウ
ォ

ー
ク
を
開
催
致
し
ま
す
。
松
原

湖
高
原
の
秋
の
美
し
い
紅
葉
の

な
か
で
自
然
を
満
喫
で
き
る
健

康
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
主
会
場
は
松
原
湖
高

原
、
参
加
費
は
大
人
千
円
、
中

学
生
以
下
無
料
に
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

昨年度の様子です

2015スタートの様子

芦平のつり橋

秋のイベントのお知らせ　大勢の皆様のご参加おまちしています
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
補
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

六
歳
未
満
の
子
ど
も
は
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
町
で
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費

に
対
し
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
内
容
は
、
一
人
に

対
し
て
上
限
一
万
円
（
購
入
費

が
一
万
円
未
満
の
場
合
は
、
購

入
費
実
費
負
担
分
と
し
、
千
円

以
下
は
切
捨
と
し
ま
す
）。

　

対
象
は
、
保
護
者
及
び
子
ど

も
が
共
に
小
海
町
に
住
所
が
あ

り
、
満
六
歳
未
満
の
子
ど
も
の

い
る
保
護
者
で
す
。
申
請
に
は
、

役
場
に
あ
り
ま
す
申
請
書
と
購

入
し
た
際
の
領
収
書
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
保
証
書
ま
た
は

取
り
扱
い
説
明
書
の
写
し
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
民
課
生
活
環

境
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

消
火
栓
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　

消
火
栓
は
、
消
火
又
は
消
防

の
演
習
、
点
検
以
外
で
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

消
火
栓
は
水
道
管
に
直
結
さ

れ
て
お
り
、
消
火
栓
使
用
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
（
配
水
池
の
水
位

低
下
、
水
道
水
の
濁
り
、
水
道

管
の
破
損
等
）
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
消
火
以
外
で
の
無

断
で
の
使
用
は
絶
対
に
し
な
い

で
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
小
海
町
役

場
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

産
管
理
に
関
す
る
も
の

・
相
続
に
関
す
る
も
の

・
不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の

取
引
に
関
す
る
も
の

・
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作

成
に
関
す
る
も
の

・
借
地
借
家
に
関
す
る
も
の

・
悪
質
商
法
被
害
に
関
す
る
も

の
・
賃
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
に

関
す
る
も
の

・
中
小
企
業
法
務
に
関
す
る
も

の
・
そ
の
他
、
司
法
書
士
の
業
務

及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
相
談

な
ど

県
下
一
斉
司
法
書
士
無
料
法

律
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で

す
。
左
記
の
通
り
、「
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

秘
密
は
守
り
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

十
月
三
日
㈪

　
　
　

九
時
か
ら
正
午

場
所　

小
海
町
役
場
小
会
議
室

相
談
内
容

・
不
動
産
の
登
記
、
会
社
（
法

人
）
の
登
記
に
関
す
る
も
の

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
多

重
債
務
に
関
す
る
も
の

・
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
財

さく成年後見支援センター
　当センターでは、成年後見制度に関する相談事
業等を実施しています。ご相談は無料ですので、
お気軽にお電話・ご来所ください。

【お問い合わせ先】
（福）佐久市社会福祉協議会
　　　さく成年後見支援センター
住　　所　〒385−0043
　　　　　佐久市取出町183番地　野沢会館2階
電　　話　0267−64−5255
メ ー ル　kouken@sakusi-shakyo.or.jp
対象地域　小諸市・佐久市・南佐久郡・北佐久郡
開所時間　月～金　8：30～17：15

（土・日・祝日及び年末年始は除く）

将来、自衛官として活躍する防衛大学生募集…
「大切な人を守るため、あなたの力を！」

お問合せ先、自衛隊長野地方協力本部上田地域事務所 ℡0268−22−5267

「防衛大学生の募集」
資　　格：平成29年 4 月 1 日現在高卒（見込含

む）21歳未満の者
受　　付：平成28年 9 月 5 日から 9月末日まで
採用試験：第 1次試験　11月 5 日㈯・ 6日㈰
　　　　　第 2次試験　 1次試験合格者に通知

します

「防衛医科大学、医学科学生の募集」
資　　格：平成29年 4 月 1 日現在高卒（見込含

む）21歳未満の者
受　　付：平成28年 9 月 5 日から 9月末日まで

採用試験：第 1次試験　10月29日㈯・30日㈰
　　　　　第 2次試験　 1次試験合格者に通知

します

「防衛医科大学、看護学生の募集」
資　　格：平成29年 4 月 1 日現在高卒（見込含

む）21歳未満の者
受　　付：平成28年 9 月 5 日から 9月末日まで
採用試験：第 1次試験　10月15日㈯
　　　　　第 2次試験　 1次試験合格者に通知

します
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子 育 て 支 援 だ よ り

　8月24日㈬、小学校の夏休みが終わり、2学期に入って
最初の放課後子ども教室が行われました。今回は、井出永
子さんにマジックを披露していただき、その中の2つのマ
ジックを教えていただきました。
　次々と繰り出されるマジックに、子ども達は大喜びです。
教えていただいたマジックを、お家の人に披露する!! とワ
クワクしながら練習する姿が。井出永子さん、不思議で楽
しい時間をありがとうございました。

１０・１１月の子育て支援教室
子育て支援センター事業

次世代育成事業

児童館事業

★おもちゃランド
・10月 1 日㈯　10時～　「小海保育所運動会への参加」
・11月10日㈭　10時～　「やきいも大会」
★パパ・ママ　カンガルー広場

・10月13日㈭　10時～　「冬物交換会＆お楽しみ会」
・11月14日㈪　10時～　「ダンササイズ」
★はぐくみサロン

・10月20日㈭　10時～　「言葉を育むって？」
・11月24日㈭　10時～　「脳を育てる子どもの活動」

★元気な小海っ子
・10月 7 日㈮　 7 時30分～「バスハイク」
★こども探検隊

・10月 8 日㈯　 9 時～　「稲刈り＆
焚き火料理」

★子ども教室
・10月15日㈯　 9 時～　「地域探検」
・10月26日㈬　放課後〜「オセロ・将棋」
・11月 5 日㈯　 9 時～　「おはぎ作り」
・11月16日㈬　放課後〜「ポートボール」
・11月30日㈬　放課後〜「トランプ大会」

◆白樺結婚相談　(小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村)
　・10月16日㈰　13時～16時　北相木村役場
　・11月20日㈰　13時～16時　南相木村公民館
　　※ご本人でもご家族でも結構です。
◇小海町結婚相談

月～金曜日の 8 時30分～19時まで、小海なかよし児童館に
て受け付けております。お気軽にご相談ください。
◆イベント　10月16日㈰　9 時30分〜「バーベキューイベント」

結婚推進事業　～婚活のすすめ～

お問い合わせ：小海なかよし児童館　92−2580

不思議なマジック教室!?放課後子ども教室

「暴行・傷害等の犯罪被害者相談会」実施のお知らせ
　暴行・傷害等の犯罪被害により心身に傷を負った
方々を対象に、下記の要領により電話で無料相談に
応じます。
◆日　　時：平成28年11月26日㈯
　　　　　　午前10時～午後 4時
◆電話番号：0120−448−788（フリーダイヤル）
◆相 談 料：無料
◆問い合わせ先：長野県司法書士会
　　　　　　TEL：026−232−7492
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〜理念〜　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.148

　

平
素
は
小
海
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
各
事
業
に
深
い
ご
理
解
と
、

ご
支
援
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
二
十
六
年
九
月
か
ら

二
年
間
に
わ
た
り
、
小
海
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
嶋
田
一
正
と

申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
小
海
町
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
会
で
の
承
認

を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
初
心
に
帰
っ
て
一
生
懸
命
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
社
会
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
む
と
い
う
大
き
な
社
会
構
造

の
変
化
の
中
で
、
単
身
や
夫
婦
の

み
の
高
齢
者
世
帯
、
認
知
症
疾
患

高
齢
者
の
増
加
等
、
少
子
高
齢
化

に
お
け
る
問
題
点
や
課
題
は
複
雑

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
平
成
十
二
年
に
開
始
さ
れ

た
介
護
保
険
制
度
の
改
定
が
進
み
、

社
会
保
障
制
度
の
仕
組
み
が
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
小
海
町
社

会
福
祉
協
議
会
も
厳
し
い
事
業
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
「
温
故
知
新
」
と
言
う
格
言
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
変
化

の
激
し
い
厳
し
い
時
を
迎
え
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
使

命
を
考
え
、
事
業
基
盤
を
確
立
し

て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
設
立
の
原
点
を
し
っ
か
り
再

認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
・
生

活
課
題
の
把
握
や
多
様
化
す
る
福

祉
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
応
え
る
努

力
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

　

小
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
誰
も
が
皆
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
」
と
い
う
理
念
を

小
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
存
在

意
義
と
し
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
ご
利
用
者
様
満
足
の
向
上
、
地

域
と
の
緊
密
な
関
係
づ
く
り
に
努

め
る
と
と
も
に
、
行
政
、
地
域
住

民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
医
療
・
福

祉
関
係
機
関
、
各
種
団
体
等
と
の

連
携
・
協
働
を
図
り
、
小
海
町
の

福
祉
の
更
な
る
充
実
に
貢
献
し
て

い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
会
長
挨
拶

　

太
平
洋
戦
争
で
犠
牲
と
な
っ
た

全
国
で
三
百
十
万
名
と
い
わ
れ
て

い
る
英
霊
の
顕
彰
と
そ
の
遺
族
の

処
遇
改
善
を
柱
と
し
て
「
日
本
遺

族
会
」
が
発
足
し
て
七
十
年
の
歳

月
が
経
ち
ま
し
た
。
国
民
の
八
割

が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
中
で

「
い
ま
さ
ら
…
」
と
思
わ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
小
海
町
遺
族
会
」
も
当
時
の

三
分
の
一
ほ
ど
に
な
っ
た
会
員

（
現
在
八
十
一
名
）
で
毎
年
、
町

で
主
催
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
追
悼
式
」
を
初
め
、
忠
魂
碑
の

参
拝
な
ど
を
し
て
「
遺
族
会
」
と

し
て
の
目
的
を
果
た
そ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
訴
え
た
い
事
は
、「
二

度
と
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

我
々
の
よ
う
な
遺
族
を
だ
し
て

は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
こ
と
で

す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
後
世
代
へ
伝
え
続
け
て
い
く
べ

く
、
後
継
者
（
戦
没
者
の
孫
、
ひ

孫
等
）
と
共
に
活
動
し
た
い
の
で

す
。
頼
り
に
し
た
い
の
で
す
。

　

現
在
県
下
で
は
、
百
五
十
名
、

南
佐
久
郡
で
は
三
名
の
方
が
加
入

さ
れ
、「
青
年
部
」
が
結
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

小
海
町
で
も
趣
旨
に
ご

賛
同
い
た
だ
け
る
後
継
者

の
現
れ
る
こ
と
を
切
望
し

て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
八
月

　

小
海
町
遺
族
会
女
性
部

浅
沼　

淳
子

戦
争
の
悲
惨
さ
と

　
平
和
の
尊
さ
を
後
世
代
に
伝
え
た
い

松源寺境内

旧北牧小学校校庭隅
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夏休み デイサービス ボランティア体験

夏休みの楽しかったこと　新 津 裕 太
　僕は横浜の中学校に通っていますが、夏休みは小海の家で過ごし
ました。家にはおじいちゃん、おばあちゃん、父と母、弟と妹がい
ます。
　おじいちゃんや、おばあちゃんは僕が帰るのを楽しみに待ってい
てくれます。
　夏休みをどうやって過ごそうかと考えていると、母が小海の「や
すらぎ園」でボランティアの募集があると教えてくれました。
　園にいらっしゃる人たちの、お話相手などですが、僕は人に話しかけるのが得意ではないので「嫌だな
ぁ」と思いました。でも母が電話をして決めてしまったので仕方なかったのです。
　最初の日、思い切って行ってみました。何をしたらいいのかわからなかったけど、皆さんが親切に話し
かけてくれたので、これならいいかと思い、行くことにしました。
　行ってみると、だんだん楽しくなってきました。お年寄りの人達からいろいろ話しかけてもらったり、
お昼ごはんを食べさせてもらったりもしました。
　今回は短い期間でしたが、楽しい体験ができました。機会があれば、またやりたいと思っています。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

私
達
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
現
在

十
三
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
月
に
二
回
高
齢
者
施
設

訪
問
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
依

頼
さ
れ
、
個
人
様
宅
を
訪
問
し
て
の

傾
聴
活
動
で
す
。
一
回
の
活
動
時
間

は
約
一
時
間
と
短
い
で
す
が
、
お
話

を
じ
っ
く
り
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
又
、
活
動
に
際

し
て
は
守
秘
義
務
を
守
る
事
を
第
一

に
考
え
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の

出
来
る
“
地
域
づ
く
り
”
の
手
助
け

に
な
れ
ば
…
と
会
員
皆
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

養
成
基
礎
講
座
も
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
会
員
募
集
中

で
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
小
海
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
へ
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話　

九
二
―
四
一
〇
七

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
紹
介

講座内容　傾聴の基礎知識　ロールプレイング（役割演技）による
対話の訓練実際の活動方法　など

講　　師　ＮＰＯ法人ホールファミリーケア協会
	 理事長　鈴木絹英先生
日　　程　平成28年11月24日㈭・25日㈮
	 AM 9：30〜PM 4：00
会　　場　岡谷市諏訪湖ハイツ　大会議室

（岡谷市長地権現4−11−50　℡0266−24−2290）
対 象 者　傾聴に関心のある方で、両日参加できる方
参 加 費　2,000円（初日に集金します）
定　　員　60名（先着順　定員になり次第締め切り）

傾聴ボランティア養成基礎講座ご案内

やすらぎ園では、学生のボランティア体験希望者を随時募集しております。
長期の休みを活用し、高齢者の方と交流しませんか。
お問い合わせは　９２―４１０７までご連絡下さい。
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歩
中
に
、
ふ
と
見
上
げ
る
と
鹿

子
木
楓
の
赤
味
の
翼
果
が
房
の

よ
う
に
な
り
、
時
に
は
頭
に
こ

つ
ん
と
鬼
胡
桃
の
実
が
落
ち
て

き
ま
す
。
カ
エ
デ
類
は
世
界
で

約
一
三
〇
種
あ
り
ま
す
が
、
松

原
湖
高
原
に
は
二
十
種
弱
あ
り

ま
す
。
鹿
子
木
楓
は
山
地
の
湿

っ
た
と
こ
ろ
に
生
え
る
小
高
木

で
、
葉
は
三
裂
し
ウ
リ
カ
エ
デ

に
似
て
い
る
が
、
樹
皮
が
剥
が

れ
て
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
な
る
こ

と
か
ら
鹿
の
子
カ
エ
デ
が
な
ま

っ
て
カ
ラ
コ
ギ
カ
エ
デ
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。こ
の
翼
果（
種
）

は
熟
し
て
く
る
と
風
に
乗
っ
て

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
ク
ル

ク
ル
と
回
転
し
な
が
ら
遠
く
に

飛
ん
で
ゆ
く
の
で
子
供
達
に
人

気
が
あ
り
ま
す
。
カ
エ
デ
類
は

か
え
で
科
カ
エ
デ
属
か
ら
む
く

ろ
じ
科
カ
エ
デ
属
に
な
り
ま
し

た
。
枝
葉
を
細
か
く
刻
ん
で
水

か
ら
煮
出
し
染
液
を
取
り
ま
す
。

比
較
的
濃
い
赤
味
の
黄
色
の
染

液
が
取
れ
、
煮
染
し
て
ア
ル
ミ

媒
染
で
黄
茶
色
、
鉄
媒
染
で
昆

布
茶
色
と
な
り
ま
し
た
。
秋
が

深
ま
る
と
カ
エ
デ
類
は
様
々
に

紅
葉
し
ま
す
。
こ
の
紅
葉
の
葉

っ
ぱ
か
ら
色
を
取
り
出
す
の
も

次
の
楽
し
み
で
す
。

　
鬼
胡
桃
・
オ
ニ
グ
ル
ミ
は
く

る
み
科
ク
ル
ミ
属　
谷
川
沿
い

や
適
湿
地
に
生
え
る
落
葉
高
木
、

八
月
に
な
る
と
実
が
熟
し
落
下

す
る
。
実
は
落
ち
る
と
そ
の
果

肉
は
直
ぐ
に
黒
茶
色
に
変
色
し

ま
す
。
こ
れ
は
タ
ン
ニ
ン
が
多

い
証
拠
。
染
色
に
は
青
い
果
皮

の
も
の
・
生
の
実
で
な
い
と
染

ま
ら
な
い
の
で
、
棹
な
ど
で
叩

き
落
と
し
た
実
を
袋
に
入
れ
て

金
槌
な
ど
で
細
か
く
砕
い
て
、

そ
れ
を
煮
出
し
ま
す
。
煮
出
し

た
染
液
は
栗
皮
煮
の
色
の
よ
う

で
、
ア
ル
ミ
媒
染
で
ま
さ
に

胡
桃
色
、
ま
た
宗
伝
茶
を
染

め
ま
し
た
。
オ
ニ
グ
ル
ミ
は

木
の
皮
を
用
い
て
染
め
て
い

た
が
、
枝
葉
も
染
め
ま
す
。

平
安
時
代
に
は
、
胡
桃
染
紙

や
胡
桃
色
の
紙
の
表
現
も
あ

り
、
古
く
か
ら
和
紙
に
染
め

て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

　平成17年度北牧小4年生が北牧楽集館でタイムカプセルを開
封しました。絵や作品など思い出の品物を見て当時の事を振り
返りました。

　5月25日に開催されたスポーツチャレンジデー参加率47.1％
を記念してシルバーメダルが授与されました。

　

美
術
館
で
は
、

十
月
十
日
ま
で
町

制
施
行
六
十
周
年

記
念
展
覧
会
第
三

弾
と
し
て
当
館
の

所
蔵
作
品
の
中
核

を
形
成
し
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
本

年
二
月
に
逝
去
さ
れ
た
画
家
栗

林
今
朝
男
氏
の
回
顧
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

栗
林
今
朝
男
氏
は
、
一
九
二

四
年
、
小
海
町
に
生
ま
れ
、
復

員
後
、
国
展
入
選
、
フ
ォ
ル
ム

画
廊
（
東
京
銀
座
）
で
の
初
個

展
に
始
ま
り
数
々
の
個
展
を
開

催
さ
れ
、
そ
の
名
は
多
く
の
方

々
に
知
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
第
一
回
世
界
最
高
位
芸

術
賞
等
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、

国
画
会
功
労
者
会
員
、
信
州
美

術
会
会
員
、
佐
久
美
術
会
顧
問
、

栗
林
洋
画
研
究
所
主
宰
と
郷
土

の
文
化
活
動
に
も
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
栗
林
氏
は
幼
い
こ
ろ
か

ら
生
活
を
共
に
し
て
き
た
馬
を

モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
油
彩
画
を

多
く
手
掛
け
、
馬
は
栗
林
氏
の

自
画
像
と
も
い
え
ま
す
。
本
展

で
は
、
初
出
品
と
な
る
作
品
や

昨
年
新
た
に
所
蔵
作
品
に
加
わ

っ
た
作
品
を
含
め
、
初
期
か
ら

近
作
ま
で
を
展
覧
し
、
栗
林
氏

の
画
業
を
回
顧
し
ま
す
。

秋
の
樹
木
色

　
松
原
湖
高
原
に
は
秋
の
気
配

が
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
散

鹿子木楓染

鬼胡桃染

「
栗
林
今
朝
男
回
顧
展
」開
催
中
！作品が配置され、展覧が始まった回顧展の様子


